
はしがき

　今回の『言葉と文化』第９号には２０編の論文が掲載されている。その内、「文

化」に関するものが９編で、「言葉」に関するものが１１編である。いずれも力作

で指導を担っている教員にとっては喜ばしいかぎりである。

　今年度は当研究科にとって大きな変革の年であった。それは「認証評価」と

の関係で、従来の当研究科の在り方を根底から揺るがすもので、正直なところ、

当研究科の構成員すべてに問われた課題で、それらを解決すべく皆が一丸と

なって対処する一年であった。とりわけ研究指導体制の見直し、充実化など多

くの点で再構築が求められ、その都度最良の方策を検討し、研究科の「内規」

として作成あるいは改正という形で纏める一年であった。研究科長の言葉を借

りれば、まさしく「教育改革の年度」であったと言える。

　しかし、今これらの作業の過程を振り返ると、多方面で当研究科はより良い

方向に向かいつつあると確信できる。とりわけ学生達への研究指導の充実化が

今後より顕著に表われることを期待するが、その成果の一つの形は他でもない

この『言葉と文化』であり、学位論文への重要なステップの一つである。学生

の皆さんには、今後、今以上に指導教員との連絡を密にし、有益な助言を受け、

論文作成に活かしてほしいと切に願うものである。

　最後にこの場をかりて、ご多忙の中、査読を引き受け、懇切丁寧にご指導し

て下さった先生方に深く感謝の意を申し述べます。

２００８年２月１５日

 『言葉と文化』第９号

  編集担当（専攻長）

  大 庭　 正 春
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